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研究成果の概要（和文）：本研究では、時間の脳内処理を明らかにするための基礎作業として、ヒトに固有な言
語における時間の位置づけ、その哲学的意義、時間表現の多様性と類型論的意義、時間表現の発達の問題に取り
組み、並行して、北澤茂班と共同して、時間表現の脳内処理についての実験研究を行った。その結果、日本語・
英語・中国語を対象に時間表現を含んだ文の処理をfMRIを使って調査し、現在の陳述は過去や未来の陳述よりも
楔前部を強く刺激することを明らかにすることができ、脳の時間地図を作成作業を前進させた。

研究成果の概要（英文）：This project was aimed at exploring how brain processes time.  In order to 
build a solid foundation, we explored how time is handled in species-specific language, its 
philosophical significance, cross-linguistic variations of time expressions and its typological 
significance, and the development of time expressions in children.  Based on our findings regarding 
these topics, we conducted fMRI experiments with Shigeru Kitazawa's research team, and found out 
that the medial regions involving the precuneus and the posterior cingulate cortex constitute a ‘
map of time' that is shared across native speakers of different languages.

研究分野：認知科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 時間をこころ/脳がどのように処理するか
は脳科学にとってきわめて重要な問題であ
ることは言うを俟たないが、その問題に取り
組むにあたっては時間そのものの哲学的省
察と言語学的分析・理論構築がその不可欠な
基盤となる。研究開始当初には脳科学者と哲
学者・言語学者が一体となって進める本格的
研究プロジェクトが存在していなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は上記の欠落を補い、こころの脳科
学の発展に寄与すると同時に、哲学的省察を
深め、時間の言語理論構築を目指すことを目
的とするものである。 
 より具体的に述べる。時間概念がヒトのこ
ころに固有の言語という仕組みにおいて、ど
のように実現されているかの解明を目指す。
時間概念がどのように言語化されているの
かを認知科学、言語理論(類型論を含む)、 意
味論・語用論の視点から検討する。その際、
言語の仕組みが個体内でどのように発達す
るのかを検討することによって、神経科学単
独ではアプローチしにくい部分も研究対象
とする。同時に、時間についての存在論的考
察を行い、本領域研究全体の哲学的基盤を整
備する。さらに、北澤班と連携することによ
り、より包括的な「こころの時間学」の構築
を目指す。 
 
３．研究の方法 
(1) 「時間」という概念をどのように捉えた
らよいかについての哲学的省察を深める。 
 
(2) 時間概念がヒトに固有な言語という仕組
みにおいて、どのように実現されているかに
ついての理解を深め、その理論構築を行う。
その際、認知科学、言語理論(類型論を含む)、 
意味論・語用論の視点から検討する。 
 
(3) (2)で明らかになる仕組みがどのように個
体発生するのかを発話資料の分析と実験に
よって明らかにする。 
 
(4) (1)-(3)の成果をもとに、北澤班と共同で、
fMRI を用いた実験を行い、本領域研究全体
の重要課題である脳の時間地図作成に寄与
する。 
 
４．研究成果 
(1) 「時間」という概念の哲学的省察 
時間をめぐる哲学的問題ほど、哲学のなか
で長い歴史をもつとともに、多くの論争をよ
んできた問題はない。時間の哲学という分野
は、現在、もっとも盛んに研究されている分
野のひとつである。とりわけ最近の議論の中
心にあるのは、時間にとって本質的なのは、
出来事のあいだの前後関係なのか、それとも、
過去・現在・未来という区別なのかという問
題である。前者が本質的だと考える立場は、

B 理論と呼ばれ、後者が本質的だと考える立
場は A理論と呼ばれる。物理学を中心とする
自然科学においては B 理論で十分であるが、
こころの時間を考えるならばむしろA理論が
正しいとする論者も多い。 
A 理論と B 理論の対立は、言語哲学におい
ては、言語において時間がどう表現されてい
るかという問題として現れ、こころの哲学に
おいては、時間はどのように経験されるかと
いう問題として現れる。このどちらの問題に
取り組むためにも、言語学や脳科学や心理学
といった科学からの知見は重要な役割を果
たす。この考えは本領域研究の基盤を成すこ
ととなった。 
 この問題に関連して、研究期間中に
Philosophy of Metal Time と称する国際ワー
クショップを６回開催した。それらの成果を
含めて、2019 年にこころの時間学をデータと
する日本科学哲学会機関誌の特集号が刊行
予定である。この特集号には飯田隆による
"Time, Brain and Language. A Philosophical 
Comment on Kitazawa's Hypothesis 
concerning the Neural Basis of A-series 
Time Concepts"が掲載される。そこでは北澤
茂の（現時点での）脳の時間地図案の哲学・
言語学的検討がなされており、今後の研究の
研究の重要な指針の一つとなるはずである。 
 
(2) 認知科学、言語理論(類型論を含む)、 意
味論・語用論からの分析と理論構築 
人間の時間概念とその言語化の関係はき
わめて複雑である。人間の時間概念を説明す
るためには、2 つの異なった認知システムを
仮定する必要がある。1つは時制、時間副詞、
接続詞などの時間表現の文法を扱うシステ
ムであり、もう 1つはそれらの時間表現が多
様に解釈される仕方を「関連性」の概念を用
いて推論によって説明する関連性理論が提
示する語用論システムである。両システムと
も、こころ/脳に内在するシステムであり、必
然的にそれについての研究は人間生物学の
一部を成す。したがって、この成果は時間概
念に係わる神経生理学的研究に対する課題
を提供したことになる。 
 
(3) 個体発生に関する理論的検討 
・（(2)と一部重複するが）時間の概念化と言
語化を解明することを目指して、世界の言語
で時間の言語化についてどのような言語間
変異が見られるかを検討したうえで、時制と
相の形態統語表示の発達の様相を詳細に分
析した。その結果、時間の言語化の多様性は、
時制と相の解釈を律する普遍的な原理が母
語となる言語に固有な特性（形態的類型、時
制・相の形態統語表示の随意性、時制・相の
形態統語標識の目録）と働き合って生じるこ
とを明らかにした。その報告が今西・大津
（2017）で、このような詳細にわたる分析は
これまでになかったものと自負している。 
 



・母語獲得に関して、時制辞などの機能範疇
を中心に、英語の知覚動詞構文や命令文など
を支配する規則性について分析した。 
・「前に」「後に」という副詞的従属節を導く
接続表現の発達に関する行動実験を行った。 
 
(4) fMRI実験による研究 
北澤茂班と共同して、時間表現の脳内処理
についての実験研究を行った。日本語・英
語・中国語を対象に時間表現を含んだ文の脳
内処理について fMRI を使って調査した。そ
の結果、現在の陳述は過去や未来の陳述より
も楔前部を強く刺激することを明らかにす
ることができ、脳の時間地図作成作業を前進
させた。 
この点は本領域研究のもっとも重要な成
果であると言える。この研究の立案は哲学
的・言語学的考慮なくしては成しえないもの
である。しかし、fMRI 実験に求められる様々
な条件（刺激文に用いられる語彙項目の親和
性・頻度・難易など、刺激文の長さ、刺激文
に関与する様々な要因の統制、複数対象言語
間の調整など）と哲学的・言語学的な考慮と
は必ずしも両立するとは限らない。本研究に
おいては北澤班と頻繁に連絡を取り合い、こ
れらの問題を一つ一つ解決していった。 
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